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消毒した表面消毒した表面消毒した表面消毒した表面

どのような消毒薬で消毒しても，その効果は一時的で（その時だけで）どのような消毒薬で消毒しても，その効果は一時的で（その時だけで）どのような消毒薬で消毒しても，その効果は一時的で（その時だけで）どのような消毒薬で消毒しても，その効果は一時的で（その時だけで）

後から落ちる落下菌や飛沫に含まれるウィルスは，その表面で生きている．後から落ちる落下菌や飛沫に含まれるウィルスは，その表面で生きている．後から落ちる落下菌や飛沫に含まれるウィルスは，その表面で生きている．後から落ちる落下菌や飛沫に含まれるウィルスは，その表面で生きている．
これがインフルエンザの空気感染や接触感染の原因になっているこれがインフルエンザの空気感染や接触感染の原因になっているこれがインフルエンザの空気感染や接触感染の原因になっているこれがインフルエンザの空気感染や接触感染の原因になっている

空気感染空気感染空気感染空気感染
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処理した表面

Etakで消毒し，で消毒し，で消毒し，で消毒し，Etakが固定化された表面では，後から落が固定化された表面では，後から落が固定化された表面では，後から落が固定化された表面では，後から落

下する菌やインフルエンザウィルスを接触性に殺菌，不下する菌やインフルエンザウィルスを接触性に殺菌，不下する菌やインフルエンザウィルスを接触性に殺菌，不下する菌やインフルエンザウィルスを接触性に殺菌，不
活性化する．活性化する．活性化する．活性化する．

効果の持続＋効果の付与・付加

空気感染空気感染空気感染空気感染

接触感染接触感染接触感染接触感染



インフルエンザ対策の一助に

学校，ホテル，映画館，病院など公共施設で使用
される椅子，机，床，リネン類，カーペットなど
公共交通機関の座席・手すりなど
エアコンのフィルター，マスク



教育現場への寄贈教育現場への寄贈教育現場への寄贈教育現場への寄贈
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東京都福祉保健局救急災害医療課長 越阪部（おさかべ）と申します。
このたびは、東北地方太平洋沖地震災害に対しご支援をいただき深く感謝申し上げます。
また、メッセージまで添えていただき重ねて御礼申し上げます。

本日、寄贈品が都庁に到着し、間違いなく受領させていただきました。
明日、医療救護班の交代があり、その際に、宮城県気仙沼市に向け、搬送する手配が整いました。

先生がご心配の二次災害（感染症など）に対する予防が大変重要と認識しております。
予防策といたしまして、フルプロテクションが効果を発揮すると考えます。
今回のご協力に対し、心から御礼申し上げる次第です。

先生には迅速な対応をしていただいたにもかかわらず、御礼が遅くなりましたことを深くお詫びいたします。

東京都福祉保健局救急医療政策部災害医療課長
越阪部 剛

東京都福祉保健局 越阪部でございます。
先日は、「東北地方太平洋沖地震」に対する支援をいただき感謝申し上げます。
本日、気仙沼市に派遣の医療班の交代があり、帰任した医師からは、

現地で抗菌剤が非常に重宝したとの報告がありました。
本当にお心遣いに感謝いたします。

気仙沼市は、順調にライフラインも回復しつつあり、また、市立病院も立ち直りつつある状況です。
しかし、東京都の医療救護活動は、次の地域への転戦など、あらたなミッションを検討中です。

このような状況のため、メールでの失礼をお許しください。
今後ともよろしくお願い申し上げます。

東京都福祉保健局救急災害医療課長
越阪部 剛



また、あつかましいお願いの件ですが、
都の新たな拠点に進出する方向で詰めを進めています。
したがって、初期投入する救護班用として一定量があれば非常に助かるところです。
ご提案の大量確保については、今後都庁内の合意を経たうえで、東京都での購入が良いかもしれません。
企業との手続きは、現在の業務の状況から時間も要するため、スムースさを欠くと考えます。

新たな展開は早急に結論を出すつもりです。

本当に今回はお世話になったうえ、わがままを申し上げ心苦しく感じております。
今後とも宜しくお願い申し上げます。

東京都福祉保健局救急災害医療課長
越阪部 剛





Etakの固定化の取組
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より良く結合させる材料がないのか？



ポリエステル繊維へのプライマー処理

Etakの固定化（１１０～１８０℃適用可能）

Etakの固定化の取組 －処理方法－
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① 加工布、未加工布のサンプル(5cm×5cm)を用意する。

② 呈色溶液をビーカーに調製し、①のサンプルを浸漬させる。

③ ②から取り出したサンプルを水で濯ぐ。

④ 乾燥後、呈色の差から剤の付着状況を確認する。

未加工布未加工布未加工布未加工布 加工布加工布加工布加工布

EtakEtakEtakEtakが布帛に固着していると呈色溶液にが布帛に固着していると呈色溶液にが布帛に固着していると呈色溶液にが布帛に固着していると呈色溶液に
浸漬後、青色の呈色を示します。浸漬後、青色の呈色を示します。浸漬後、青色の呈色を示します。浸漬後、青色の呈色を示します。

Etakの固定化評価方法 －呈色反応試験方法の設定－



Etakの固定化評価方法 －呈色反応試験方法の活用－

Etakは特殊試薬によって青く呈色し、付着量確認手段として活用

洗濯耐久性評価方法の設定

洗濯方法： JIS L0217 No.103 2.項（普通）洗濯方法

洗剤： JAFET標準洗剤
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E-tak処理濃度

呈色反応結果

Etak処理濃度による呈色反応結果処理濃度による呈色反応結果処理濃度による呈色反応結果処理濃度による呈色反応結果

呈色の程度でEtakの

付着量を推測



評価結果

綿・ポリエステル繊維の洗濯耐久性確認結果（ 呈色反応）

ポリエステルへ固定化成功！ポリエステルへ固定化成功！ポリエステルへ固定化成功！ポリエステルへ固定化成功！ 綿素材に対しても更に耐久性綿素材に対しても更に耐久性綿素材に対しても更に耐久性綿素材に対しても更に耐久性UPUPUPUP！！！！

従来品（従来品（従来品（従来品（EtakEtakEtakEtak）））） 開発品（開発品（開発品（開発品（Etak-α））））洗濯洗濯洗濯洗濯
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綿綿綿綿 ポリエステルポリエステルポリエステルポリエステル
従来品（従来品（従来品（従来品（EtakEtakEtakEtak）））） 開発品（開発品（開発品（開発品（Etak-α））））



ポリエステルのEtak-α加工品の抗菌評価結果
洗濯10回後の抗菌性能評価結果

試験方法 ： JIS L10922008、菌液吸収法 試供菌 ： 黄色ブドウ球菌

開発品（開発品（開発品（開発品（EtakEtakEtakEtak----αααα）は、更）は、更）は、更）は、更にににに耐久性耐久性耐久性耐久性UPUPUPUP！！！！

菌液接種直後 １８時間培養後

従来品（Etak加工品） 4.4 2.5 4.6
開発品（Etak- α加工品） 4.4 ＜1.3 ＞5.8

綿標準布 4.4 7.1 －

資料
生菌数の常用対数値

静菌活性値



（１）呈色反応、抗菌性能どちらの結果からも、プライマーを
処理することで、Etakがポリエステル素材に強固に固定化
することが確認できた。

（2） -OH基を有する材料（綿･ウール）に対し（1）の処理を行う
ことで、更に耐久性が向上することが確認できた。

Etakの固定化評価結果まとめ



今後の展開

（１）繊維製品、樹脂成型品、フィルムに後処理できる

－Etak-αの商品化－

（２）繊維製品、樹脂成型品、フィルム自体に

Etak用プライマーの用途開発と商品展開

Etakを直接固着させる素材･手法の応用展開



実用化に関するお問い合わせ先
大学発ベンチャー 株式会社Campus Medico

代表取締役社長 高田祐司

http://www.campusmedico.jp/
メールは

info@campusmedico.jp/



THE END

ご清聴有難うございました。ご清聴有難うございました。ご清聴有難うございました。ご清聴有難うございました。


